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【動機】

これまで大垣市に生息するマホロバサンショウウオの生活史などを，同所的に生息するヒダサン
ショウウオと比較し，大垣市内の生息地を中心に研究してきた。そこで，調査範囲を岐阜県内全
域に広げ，両種の分布状況や生息環境について，詳細に知りたいと考えた。

【方法】

MaxEntモデルを使い両種の生息適地モデルを作成し，比較することで両者の好む環境要因がより
鮮明に予測できると考えた。マホロバサンショウウオの岐阜県内の地域集団の遺伝的な特性や近
畿地方の集団との関係は明らかにされていないので，系統解析を行い比較した。

【結果】

マホロバサンショウウオでは年平均気温と平均標高の寄与率が高く，ヒダサンショウウオでは平
均傾斜角度の寄与率が他の要因に比べて高い。岐阜県内のマホロバサンショウウオの遺伝的多様
性は非常に低く，大阪の個体との塩基置換数の差が小さかった。

【まとめ】

両種のサンショウウオはそれぞれの生活史に最も適応した環境に生息していると考えた。マホロ
バサンショウウオは岐阜に分布を広げてきてまだ時間がそれほど経っていない，すなわち，ボト
ルネック効果ではなく，ファウンダー効果が進行していると考えた。

【展望】

両種のサンショウウオの生息適地モデルを発展させ，温暖化などの環境の変化の影響の予測を行
い，保全活動に生かしていきたい。サンプル数を増やし，更に長い塩基配列を決定し，マホロバ
サンショウウオの生物系統地理学的な集団構造を詳細に解明していきたい。
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